
No 頁番号行番号 項目 種類 意　見 理　由 回答

1

5 想定す
るシス
テム構
成と開
発対象

4

BIツールが調達対象外であることを明記
されてはいかがでしょうか。

仕様書説明会において、BIツールは調達対
象外とのご説明があったため。

貴社ご意見を踏まえ、仕様書「2.4 シス
テム化範囲」の図を修正します。

2

11 外部サ
イト連
携

4

外部サイト連携において「自身の事業情
報」を更新できることとあるが、事業情
報を管理するデータベース構築を仕様に
含めてはいかがでしょうか。

データ分析基盤の事業での構築とした場
合、相互の事業者間における仕様調整に相
応の稼働及び期間を要することから、ご提
示いただいたスケジュール内での構築が困
難になる可能性があるため。

貴社ご意見を踏まえ、仕様書「3.1 業務
要件 (ア)機能要件」を修正します。

3

11 外部サ
イト連
携

4

外部サイト連携において連携するサイト
を明記されてはいかがでしょうか。

想定される開発工数は連携するサイト数に
依存してしまうため、連携するサイト数が
想定以上であった場合、ご提示いただいた
スケジュール内での構築が困難になる可能
性があるため。

貴社ご意見を踏まえ、仕様書「3.1 業務
要件 (ア)機能要件」を修正します。

4

11 専門家
派遣シ
ステム
連携 4

専門家派遣に関する機能要件、および専
門家派遣システムの仕様を明記されては
いかがでしょうか。

専門家派遣システムとの連携にあたって
は、調達仕様書に記載された内容からは詳
細な要件を把握することができず、開発時
のリスクと考えるため。また、専門家派遣
システムの仕様も不明で開発想定スケ
ジュールの妥当性を検討できないため。

貴社ご意見を踏まえ、別紙として現行シ
ステムの専門家派遣システムの仕様を添
付します。

5

34 応札お
よび作
業にあ
たって
の留意
事項

4

「平成28・29・30年度経済産業省競争参
加資格（全省庁統一資格）」は誤記であ
り、正しくは「平成31・32・33年度経済
産業省競争参加資格（全省庁統一資
格）」という理解でよろしかったでしょ
うか。

事業実施期間が、資格の有効期間外である
ため。

ご認識のとおりです。誤記となりますの
で、仕様書仕様書「9 応札および作業に
あたっての留意事項①」の記載を修正し
ます。

6

34 応札お
よび作
業にあ
たって
の留意
事項

4

本事業への応札する法人に対しては、一
定程度の財務基盤を有することを条件に
追加してはいかがでしょうか。

仕様書説明会において、「広く参加を募る
ため、等級A~Dまでを認める」とのご説明が
あったが、一方で、本事業における開発規
模・スケジュールに鑑みると、年間を通じ
た安定的キャッシュフローの確保が不可欠
であると考えるため。

財務基盤について妥当な条件を設定する
ことが困難であるため、過去の類似する
事業の経験をご提案いただき、判断する
こととします。

7

34 応札お
よび作
業にあ
たって
の留意
事項

4

UI・UXの検討にあたって、「官公庁にお
いてサービスデザイン実績を過去3年以
内に有すること」という条件を追加して
はいかがでしょうか。

本事業における「よりユーザビリティの高
いUI・UXを検討し、ミラサポplusのシステ
ム設計に反映させること」という要件を実
現するためには、相応の実績が必要である
と考えるため（仮にこうした実績がない場
合、要件定義あるいは設計を実施するにあ
た てのリスクとなり得るため）

UI・UXの検討にあたっては官公庁のみな
らず民間での実績も重要と考えます。官
公庁における実績をご提案いただくこと
は妨げません。

8

34 応札お
よび作
業にあ
たって
の留意
事項

4

「本事業に従事する部門が、ISO9001を
取得していること。」との要件を「本事
業に従事する部門が、ISO9001を取得し
ていること。又はこれと同等の品質管理
体制を確立していること。」と改めては
いかがでしょうか。

ISO9001はメーカー等の製造業における品質
管理を目的とした資格であり、上流フェー
ズの業務に専門性を有する事業者は必ずし
も当該認証を取得していないことが多く、
本事業のように上流から下流までが一体と
なったプロジェクトにおいて、こうした事
業者が排除された場合、製造業等の事業者
が応札者 大半 占 な 達

貴社ご意見を踏まえ、仕様書「9 応札お
よび作業にあたっての留意事項③」の記
載を修正します。

「平成３１年度中小企業支援プラットフォーム構築事業（電子申請ポータルおよび情報発信サイトの高度化）」
の仕様書案に対する意見への回答

（注４）電子媒体も併せて提出のこと。

（注３）本様式の変更はしないこと。

（注１）種類欄には、次から選択した番号を記載のこと。（１．要求水準を下げよ　２．要求水準を上げよ　３．修文せよ　４．その他）

（注２）意見及び理由は、１３０文字以内で明確かつ簡潔に記載すること。ただし、その字数内では不足する部分は、別添資料に記載すること。
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